
～教育の出発点は家庭から～

第14回

　「おはようございます」「いただきます」「ごちそ
うさまでした」「いってきます」「ありがとう」「ごめ
んなさい」「ただいま」「おかえりなさい」「おやす
みなさい」…一日は「あいさつ」に始まって「あいさ
つ」に終わると言えるほど、多くの「あいさつ」の言
葉で彩られています。
　外国語の習得にも、その国の言葉での「あいさ
つ」をまず覚えるのと同様に、「あいさつ」は、コミ
ュニケーションの始まりなのです。
　家庭教育の中で、「あいさつ」が大切だと考える
のは、礼節の表現であるとともに、「心を開き、接近
する」という語源があるように、相手への思いやり
を伝える行為だからです。
　気持ちのよいあいさつは、人の心を和ませるも

のです。言葉をつぶやくだけのあいさつではなく、
目と目をあわせて、相手に声を届け、気持ちを送り
あう「あいさつ」を、自然に子どものうちから身に
つけるには、家庭の日常生活からです。赤ちゃんに
も、大切な「ことばがけ」の一つとして、「あいさつ」
の言葉をかけてあげてほしいと思います。
　家族だから堅苦しいとか、ちょっと恥ずかしい
などと思わずに、一番身近な家族だからこそ「あい
さつ」をかわし、コミュニケーションの基礎を親子
の間でしっかりつくっておきたいものです。

こども未来課　家庭教育振興係
☎ 86-8171　  86-8380
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家庭教育
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